
☆方言も文化であり、飛躍するという意味
「ひっとべ！」は鹿児島発の情報が世界の空を
飛び回るよう、国民文化祭にかける本県の意
気込みを表現しています。

大和村の村落祭祀映像記録保存事業

この事業は、各集落の豊年祭(十五夜・クガツクン
チ)で行われている昔から伝わっている祭祀を映像
記録保存し次世代に伝承していこうとする事業で
す。収録を終え「願直し」､「願立て」など多く集落で
行われる祭祀もある一方で、それぞれ集落独自の
しきたりや特色・相違点も多く、この映像記録は、
大和村にとっても、集落にとっても、次世代へ伝承
していく貴重なものになることでしょう。区長さんは
じめ各集落の方々のご協力に感謝申し上げます。

大金久集落（フリダシの様子）　H26.9.7撮影

大棚集落(トネヤの様子)　H26.9.7撮影

第３０回

国民文化祭かごしま2015

国内最大の文化の祭典、かごしまでいよいよ開幕！

　４月２３日は『子ども読書の日』です。
　これは，国民の間に広く子どもの読書活動につい
ての関心と理解を深めるとともに，子どもが積極的
に読書活動を行う意欲を高めるために設けられま
した。この日を中心に，学校・地域・家庭を通じて，
子どもの自主的な読書活動がより一層進められる
ことが望まれています。この機会にぜひ読書の習
慣を身に付けてみませんか？

　平成２６年度も各種大会・研修会等で地域の
方々に大変お世話になりました。心から感謝
申し上げます。平成２７年度も様々な場面で，
皆様方のお世話になると思いますが，今後とも
【人づくり・地域づくり・夢づくり】の社会教育活
動に取り組んでいきたいと思います。

劇団四季ミュージカル鑑賞「ふたりのロッテ」を終えて

平成２７年３月６日(金)奄美大島の小学５・６年生を対象
に奄美文化センターで劇団四季によるミュージカル鑑賞
がありました。村内小学生の感想で「また見たい」「あの
ような踊りや歌を。大きな声で歌いたい。」などがあり，
子ども達に大きなを感動を与えたようです。文化芸術は
心を豊かにします。今年は国民文化祭があります。奄
美の伝統文化を次世代へ残す祭典なるよう本村でも企
画しています。

国民文化祭（こくみんぶんかさい）とは全国から集
結し、演劇、吹奏楽、美術作品などを発表する文
化の祭典である。国文祭と略され、「文化の国体」
といわれている。
1977年から始まった全国高等学校総合文化祭に
対抗し、一般の団体でも全国規模で参加する文化
祭をしようと当時の文化庁長官で作家の三浦朱門
が提唱し文化庁と東京都の共催で1986年に第1回
大会が行われた。以降、毎年各県持ち回りで開催
されている。

愛　　　　称

ひっとべ！かごしま国文祭

大和村でも

開催する

ぶー

国文祭イメージキャラクター「ぐりぶー」

☆国文祭 ロゴマーク

大和村開催：平成２７年１１月１５日(日)

毎月１９日は『育児の日』，第３土曜日は『青少年育成の日』，第３日曜日は『家庭の日』


